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佐藤食品工業株式会社（本社/新潟市、代表取締役社長/佐藤 元、以下「当社」といいます）は、 

本日 11 月 7日、今年で第 3回目となる「サトウの鏡餅出発式」を開催し、全国に向けてお正月を飾る

鏡餅の出荷を開始いたしました。 

 

新潟から全国各地へ向けて、本年度は約 1,200ｔの鏡餅を出荷致します。出荷に先立ち神仏に供える

正月飾りである「鏡餅」をお祓いし、清めてお客様の元へ無事にお届けさせていただくことを祈願し

て「サトウの鏡餅出発式」を執り行いました。 

神主による祈祷の後には、当社の工場がある新潟県新発田市内近隣の保育園の園児 30 名による祝い

の餅つきを行いました。園児達がついた餅は、参列者及び関係者へ雑煮としてふるまわれ、皆一様に

心も体もあたたまった様子で、本日の出発式は幕を閉じました。 

 

なお、本日執り行われました出発式では、諏訪神社の神主より「無病息災」「交通安全」「商売繁昌」

などの祈願を行い、関係者ら約 100 名が参加し初出荷の鏡餅を運ぶトラックを見送りました。 

 

 

 

 

 

 

 

～園児が新年を前に祝いの餅つき～ 

「サトウの鏡餅 出発式」開催 

諏訪神社神主による神事 鏡餅初荷トラック 

【本件に関するお問い合わせ先】 

佐藤食品工業株式会社 総務部 ＴＥＬ：０２５－２７５－１１００ 



 

 

 

【開催概要】 

■日時：2014 年 11 月 7日（金）大安 午前 10 時～11 時 

■会場：当社新発田工場（〒957-0022 新発田市古寺字山の上 1060 番地） 

■内容：●神事 

・神主：諏訪神社（新発田市）様 「無病息災」「交通安全」「商売繁盛」などの祈願 

●出発式 

・代表者挨拶 当社代表取締役社長 佐藤 元 

・初荷の鏡餅披露（トラックのウイングをあげて鏡餅を披露）  

・初荷トラック出発（鏡餅を積んだトラックを送り出し） 

●直会 

・天ノ原保育園、うすが森保育園の園児（30 名）による餅つき。 

・つきたての餅を調理し、参列者の皆様へ「カキの濃厚みそ雑煮」をふるまい。 

     ※「カキの濃厚みそ雑煮」は平成 27 年 1月 11 日（日）に新潟県新発田市で実施する、 

      『第十一回 城下町しばた全国雑煮合戦』へ出品予定。 

 

 

 

  

佐藤社長よりトラック運転手に
交通安全祈願の「お守り」贈呈 

園児達による祝いの餅つき 

カキの濃厚みそ雑煮 



※ご参考資料 

【商品概要】 

１．商品名  サトウの福餅入り鏡餅 小飾り干支橙 

２．発売日  2014 年 11 月 

３．発売地域 全国 

４．内容量  66ｇ 

５．標準小売価格  380 円 

６．賞味期限 2015 年 4月 30 日 

７．ＪＡＮ  4973360720001 

 

【専門家コメント】 

鏡餅は丸餅である必要があります！  

餅はエネルギーが高く腹持ちが良いことから神聖な食べ物と考えられていましたが、それ以上に  

自然的な発想で、神様の宿る作物とされた米から作られる餅には特別な力があり、生命力を高めると  

考えられていました。  

また餅は、昔からお祭りでは神聖な物として御供えをされ、奈良時代の文献には、餅には神様が宿

ると考えられた記述もあり、正月に飾られる鏡餅も既に平安時代には誕生していました。  

その鏡餅が飾られる正月は、歳神様が宿る新年の行事です。日本の新年の行事で一番大きいとされ

ていたのが、稲作の祭りです。その年の稲作が豊かであるようにという強い願いが込められ、稲の神

様が鏡餅には宿るとされていました。  

餅に神が宿るという考えが生み出した伝説として、風土記には、“京都の秦氏が餅を的にして矢を放

ったところ、餅が白鳥になって飛んでいき、山の峰に降りた跡に稲が成った。そのため、白鳥が降り

た場所を祭り、豊作を願った（=伏見稲荷の起源）。“という話もあります。  

そもそも鏡は神社の御神体であり、神様が宿る象徴とされていたことから、稲の神が宿るとされる

鏡餅も丸餅である必要があるのです。  

 

プロフィール 

石毛直道（いしげ なおみち）  

生年月日：1937 年 11 月 30 日  

2014 年   第 24 回南方熊楠賞受賞  

2003 年 4 月 国立民族学博物館名誉教授 総合研究大学院大学名誉教授  

学歴：京都大学文学部史学科卒（1963）  

      京都大学大学院文学研究科修士課程中退（1965）  

学位：農学博士（東京農業大学 1986）  

   文学士（京都大学文学部 1963）  

専門分野：文化人類学 食事文化・比較文化  


